
１．件名：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構におけるＪＲＲ－４原子炉施設

（廃止措置中）の定期事業者検査についての面談 

 

２．日時：令和２年７月１４日 １０時００分～１１時００分 

 

３．場所：原子力規制庁２階会議室（ＴＶ会議システム使用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 

 専門検査部門 

大東首席原子力専門検査官、松本主任原子力専門検査官、 

大和田原子力専門検査官、柳原子力専門検査官、岡田技術参与、 

小泉技術参与 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

ＪＲＲ－４管理課長 他４名 

安全・核セキュリティ総括部 技術主幹 他１名 

 

５．要旨 

〇国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）から、

ＪＲＲ－４原子炉施設（廃止措置中）の定期事業者検査報告書（定期事業者検

査開始時）について、資料に基づき説明があった。 

・施設管理の重要度が高い系統について定量的に定める施設管理目標は、使用

済燃料が全てＪＲＲ－３原子炉施設へ搬出済みであり、重要度が高い系統が

ないため該当しない。 

・廃止措置計画に基づく性能維持施設を、定期事業者検査の対象設備としてい

る。 

 

〇原子力規制庁から、以下の内容を伝えた。 

・定期事業者検査を保守担当課及び独立の検査室で実施することとしているが、

保守担当課で実施する立会検査についても検査の独立性を確保すること。 

 

〇原子力機構から、検討する旨の回答があった。 
 

６．その他 

資料：定期事業者検査開始時の報告書についての確認 


